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（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本産業規格          JIS 
 B 9947：2023 
 

液中粒子計数器における気泡識別計数能力の 

評価試験方法 

Test method for evaluating performance to identify and count bubbles in 

liquid particle counters 

 

1 適用範囲 

この規格は，主に，液体又は油圧作動油に含まれる異物粒子と気泡とを識別することによって，粒子を

気泡と区別して計数できる液中粒子計数器（以下，気泡識別液中粒子計数器という。）の気泡識別計数能力

の評価試験方法について規定する。 

この規格における気泡識別液中粒子計数器の一般的な計数粒径範囲は，3 µm～100 µm である。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0142 油圧・空気圧システム及び機器－用語 

JIS B 8741-1 ファインバブル技術－ファインバブルの使用及び測定に関する一般原則－第 1 部：用

語 

JIS B 9916 光遮へい式液中粒子計数器－校正方法及び検証方法 

JIS B 9925 光散乱式液中粒子計数器－校正方法及び検証方法 

JIS B 9930 油圧－作動油汚染－光学顕微鏡を用いた計数法による微粒子測定方法 

JIS B 9932 油圧－液体用自動粒子計数器の校正方法 

JIS B 9934 油圧－光遮蔽原理を用いた自動粒子計数法による清浄度測定方法 

JIS B 9935 油圧－液体用オンライン式自動粒子計数システム－校正方法及び妥当性確認方法 

JIS K 0554 超純水中の微粒子測定方法 

JIS Z 8000-1 量及び単位－第 1 部：一般 

JIS Z 8000-2 量及び単位－第 2 部：数学記号 

JIS Z 8000-3 量及び単位－第 3 部：空間及び時間 

JIS Z 8000-4 量及び単位－第 4 部：力学 

JIS Z 8000-6 量及び単位－第 6 部：電磁気 

JIS Z 8000-9 量及び単位－第 9 部：物理化学及び分子物理学 

JIS Z 8103 計測用語 


